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(LBP)が合成されている 21)0 Figure 3では、その代表として PCPDTBTの分子構造
と吸収スペクトルを示している。800nm付近までの近赤外線を幅広く吸収できること
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Figure 10 (左)P3HT/PCBM素子の過渡吸収スベクトノレ、 (右)色素増感型の
P3HT/SiPcIPCBM素子の過渡吸収スベクトル。フェムト秒パルスレーザーで励
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